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問 1. Aを実数全体の空でない部分集合（すなわち A ⊆ Rであって A ̸= ∅）とする。このとき
m ∈ Rが集合Aの上界であることの定義を論理記号を用いて述べよ。

問 2. S = {−212 −
√
2, 1, 3, 314}とする。このとき実数全体の部分集合 Aが次の (1), (2)の場合

に、上界に当てはまるものを Sの中から全て選べ。

(1) A = {x ∈ R | ∃y ∈ R s.t. x2 + y2 = 1}.

(2) A = {3 + 1
n | n ∈ N}.

(解答欄)

問 1.

問 2.

(1)上界 :

(2)上界 :


